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1. ユーザー負担のコスト

インターネットのコストは非常に分かりにくい。これはインターネットが相互

接続体であるからだ。しかし、インターネットを構築する全体のコストを手元か

ら順々にたどっていくことは可能だ。

まず、自分のコンピュータあるいはLANをインターネットプロバイダーのアク

セスポイント（POP）、あるいはネットワークオペレーションセンター（NOC）

まで接続するためのネットワーク機器、回線費である。この部分は通常、ユーザ

ー（自分側）が全額負担する。ダイアルアップIP接続であれば、電話料金だし、

専用線で接続する場合にはその回線費である。

次が、プロバイダーのPOP、NOC側のネットワーク機器（一般に集合型のル

ーターやモデムが用いられる）。これは料金に含まれる。ユーザ数が多くなり、

またユーザーへの回線が高速になると、NOC内のネットワーク（LAN）も高速

化しなければならない。大規模なプロバイダーでは、100MbpsクラスのLANを何

本も引いている。また、NOCの場所にもかなりのコストがかかる。これは停電

対策や地震対策など、安定した運用を継続するために必要である。大規模な通信

事業者にあたるプロバイダーでは、電力供給の二重化を行ったり、発電機による

バックアップを有した無停電電源装置などの対策が義務づけられている。

プロバイダーのNOC間を接続するバックボーンネットワークには高速のデジ

タル専用回線が使われる。たとえば東京--大阪間の6MbpsのNTTの専用線料金は、

月額411万円である。

2.相互接続のためのコスト

次にプロバイダー間の相互接続にかかる費用。両端のネットワークの機器とそ

の間の専用回線が必要である。さらにプロバイダー間での費用負担が加わる。こ

の費用は、プロバイダーの形態によってさまざまである。一般に一次プロバイダ

ーと呼ばれるプロバイダーでは、海外との間の接続を行い、国内の高速バックボ

ーンを有している。国際回線の料金は、両端で支払うルールになっているため、

一般にはわかりにくい。日本と米国の回線の場合、日本で国際通信事業者（KDD、

IDC、ITJ）に支払い、米国で米国の通信事業者（ATT、MCIなど）に支払う。

1.5Mbpsのデジタル専用線が、合計で月額1,000万円弱である。

そして、米国のインターネットプロバイダーなどに対して、接続費用を支払う。

MAE-East、West、NAP*などの相互接続点に接続を行うことができるが、年間

1,000万円以上の接続費用、設備使用料を負担しなければならない。相互接続点

では接続場所が提供されるだけで、サポートはほとんどない。相互接続相手との

交渉も個別に行わなければならない。サポートを求める場合は米国のプロバイダ

ーからサービスを買う必要がある。日本国内の相互接続もほぼ同じ形態である。

インタ−ネットの接続コスト

MAE-East、West、NAP

米国におけるネットワークプロバイダー

間 の 相 互 接 続 ポ イ ン ト 。

http://www.cerf.net/cerfnet/interconnec

ts.html参照。
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二次プロバイダーは、一次プロバイダーから、コネクティビティを買ってそれ

をユーザー向けに提供するものである。二次プロバイダー向けの価格は、一次プ

ロバイダーにもよるが、一般のユーザー向けよりも多少高いことが多い。これは、

普通のユーザーを接続する場合と異なる運用形態を必要とすることが多いからで

ある。事実上の相互接続になるわけだが、一次プロバイダーが国際回線やバック

ボーンネットワークなどの負担が大きいので、二次プロバイダーから一次プロバ

イダーへの支払いが発生する。

このように、相互接続体のコストを個々に負担し合って全体が構成されている。

この他に必要となるコストは、JPNIC（日本ネットワークインフォメーションセ

ンター）などのインターネット共通の技術開発、運用を行う団体や業界団体、標

準化団体への寄与である。もちろん一般的な組織（会社、団体）の運営にかかる

コストや人的コストを無視しては、安定した運用はありえない。

（吉村　伸）
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発生とコスト 

�電話料金 

�専用線使用料 

�接続機器の費用 
 （集合型ルーター、モデム） 

�NOC内のLANの費用 

�場所にかかるコスト 
    電力の二重化 
    無停電電源装置など 
 

発生するコスト 

�バックボーンネット 
   （高速専用線使用料） 

�国内相互接続費用 
    高速専用線使用料 
    接続機器の費用 

�国際相互接続費用 
    国際回線使用料 
    海外での高速専用線使用料 
    接続費用 
    設備使用料 
    サポートサービス費用 

�コネクティビティ 

（　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　   ） 
インターネット接続で発生するコスト
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